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2021年11月16日（火）～ 2022年1月16日（日）

京都国立近代美術館

京都国立近代美術館（所在地：京都市左京区岡崎円勝寺町26-1）は、ウィーンと京都で

活躍したデザイナー、上野リチ・リックスの仕事を網羅的に紹介する展覧会「上野リチ：

ウィーンからきたデザイン・ファンタジー」を、2021年11月16日（火）より 2022年1月

16日（日）の会期で開催いたします。

上野リチの世界初の大規模な回顧展となる本展では、国内最大規模の作品群を所蔵する

京都国立近代美術館をはじめ、国内外の機関からリチそして関連作家の作品を招来し、色

彩豊かな魅力あふれる“リチのデザイン世界”の全貌を明らかにします。

2021年8月吉日プレスリリース

上野リチ・リックス（Felice［Lizzi］Rix-Ueno）*略歴

ウィーンに生まれる

ウィーン工芸学校入学

ウィーン工芸学校卒業・ウィーン工房に参加

上野伊三郎と結婚

来日し、京都市に上野建築事務所開設

美術工芸部主任に就任～1935年まで京都とウィーンを行き来する生活を送る

ウィーン工房退職

京都市染織試験場図案部技術嘱託（～1944年）

群馬県工芸所嘱託（～1939年) 

京都市立美術大学（現・京都市立芸術大学）工芸科図案専攻講師（1960年に教授）

京都市立美術大学定年退職・インターナショナルデザイン研究所設立

1893年（ 0歳 ）

1912年（19歳） 

1917年（24歳）

1925年（32歳）

1926年（33歳）

1930年（37歳）

1935年（42歳）

1936年（43歳）

1951年（58歳）

1963年（70歳）

1967年（74歳） 京都市内の自宅にて死去

* 上野リチの結婚前の正式な名前はフェリーツェ・リックス（Felice Rix）で、「リチ（Lizzi）」は愛称です。結婚後の名前をリチ自身は、ドイツ

語式に「Felice Ueno-Rix」と綴り、自ら愛称を用いて「Lizzi Ueno-Rix」とも記しています。ただ、日本では後年の勤務先である京都市立美術大

学でも「上野リチ」とその名が記載されているため、本展覧会でもその表記を踏襲しつつ、「上野リチ・リックス」を正式な表記として採用して

います。また、欧文表記については、英語式を採用し、「Felice [Lizzi] Rix-Ueno」としています。なお文中では、煩雑さを避けるため、「リチ」

「Lizzi」と表記しています。

撮影者不詳《上野  リチ・リックスのポートレート  》  1 9 3 0  年 代  、
京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵



展覧会を構成する各章の紹介

しました。そこでテキスタイル、七宝、彫刻を学ぶと同時に、建築

家ヨーゼフ・ホフマンのクラスに入り研鑽を積みました。

1917年にウィーン工芸学校を卒業したリチは、ホフマンの熱心な

誘いに応じ、彼がコロマン・モーザーらと1903年に設立した

ウィーン工房の一員となります。ウィーン工房でリチは、1910年

に開設されたテキスタイル部門と1911年開設のファッション部門

を中心に、さまざまデザイン分野で精力的な制作活動を行いました。

工房参加当初のデザインには、恩師のホフマンや上司であるエドゥ

アルト・ヴィンマー＝ヴィスグリルやダゴベルト・ペヒェの影響が

感じられますが、徐々に、より柔らかで自在な描線と多彩な色調で

花や鳥などのモティーフを表した、独自のデザイン世界が花開いて

いきます。

プロローグ 京都に生きたウィーン人

フェリーツェ・［リチ］・リックスは、1893年に、ユダヤ系の実業家ユリウス・リックスと

妻ヴァレリーの4人の娘の長女として、当時オーストリア・ハンガリー帝国の首都であった

ウィーンで生まれました。裕福でリベラルな生活環境のなか、姉妹は芸術的素養を身につけ、

リチ同様に一番下の妹カテリーナ［通称キティ］も後にウィーン工房の一員として活躍してい

ます。

ここでは、リチのポートレートやスケッチブックなど、ウィーンと京都の2つの街を生きた彼

女の姿が感じられる資料を、展覧会の導入としてご紹介します。

第Ⅰ章 ウィーン時代 —— ファンタジーの誕生

リチは、私設画塾などを経て、1912年にウィーン工芸学校に入学

上 野 リチ・リックス  《  ウ ィ ー ン 工 房テ キ ス タ イ ル ・ デ ザ イ ン ： 夏 の 風 》
1 9 2 2  年 、クーパー・ヒューイット  スミソニアン・デザイン・ミュージアム、ニューヨーク

Museum Purchase from Smithsonian Collections Acquisition and Decorative Arts Association Acquisition Funds. Cooper Hewitt, 
Smithsonian Design Museum, Smithsonian Institution. Photo credit: Matt Flynn © Cooper Hewitt, Smithsonian Design Museum

本章では、まずウィーン工芸学校の教員

や学生の作品によってリチが学んだ工芸

学校の様相を、そしてホフマンやモー

ザー、そしてペヒェらの作品によって初

期ウィーン工房が世に問うたデザインの

新たな潮流を振り返ります。そして、テ

キスタイル部門とファッション部門を中

心に、リチのみならず、リチの妹である

キティを含むウィーン工房の女性デザイ

ナーたちが生み出した、当時のウィーン

最先端のデザインを紹介します。

上 野 リ チ ・ リ ッ ク ス  《 プ リ ン ト 布 地 デ ザ イ ン ［ 木 立 ］ 》 
1 9 2 5 - 3 5  年 頃 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵



第Ⅱ章 日本との出会い——新たな人生、新たなファンタジー

1900年前後のウィーンで、新しい芸術の在り方を模索する人々の注目を集めていたのが、日本の美

術・工芸品でした。

ウィーン工芸学校で教え、ウィーン工房を立ち上げたヨーゼフ・ホフマンとコロマン・モーザーも、

自らの教育・制作活動に日本の芸術作品を熱心に参照しました。その中でもよく知られているのが、

オーストリア応用芸術博物館に約8000点収蔵されている

日本の染型紙でしょう。リチも、このような環境下で日本

に対する関心を育んだと考えられます。そのリチが、ホフ

マンの建築設計事務所に在籍する日本人建築家上野伊三郎

と出会ったのは、1924年のことでした。翌年二人は結婚し、

1926年に、伊三郎の郷里である京都に移り住みます。そこ

で建築事務所を開設し、二人協働して個人住宅や商業店舗

の設計・内装デザインを手がけました。その代表的事例が

「スターバー」です。

本章では、日本とウィーンそしてリチの繋がりが見て取れる作品を概観したのち、結婚後のウィー

ン工房でのリチの充実した仕事をご覧いただきます。そして来日後の活動を、伊三郎との協働とい

う視点からご紹介します。伊三郎は、インターナショナル建築会を創設し、ブルーノ・タウトを日

本に招聘したことで知られていますが、タウトの要請で1936年に群馬県工芸所所長に就任し、併

せてリチも嘱託職員としてデザイン制作に従事します。モダンデザインの二つの流れが交錯した群

馬での成果にもご注目ください。

京都での活動と並行して、リチは定期的にウィーンを訪れ、引き続きウィーン工房の一員として、

ますます多彩な作品を手がけます。1929年にウィーン工房設立25周年を記念して刊行された作品

カタログに掲載されたリチ作品の多さを見れば、彼女がいかに重要なデザイナーであったかがわか

ります。リチは、1930年にウィーン工房を退職しますが、来日してからそれまでの4年間は、リチ

のデザインが確立した最も実り豊かな時期だったと言えるでしょう。

上 野 リ チ ・ リ ッ ク ス ／ 上 野 伊 三 郎

《 ス タ ー バ ー ： 内 装 デ ザ イ ン （ １ ） 》

1 9 3 0 年 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵

上 野 リ チ ・ リ ッ ク ス 《 ウ ィ ー ン 工 房 壁 紙 ： そ ら ま め 》 
1 9 2 8  年 以 前 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵

上 野 リ チ ・ リ ッ ク ス 《 イ ー ス タ ー 用 ボ ン ボ ン 容 れ の デ ザ イ ン （ ２ ） 》

1 9 2 5 - 3 5 年 頃 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵



終戦後は、新しい時代の要請に応えるべきデザインを模索する

京都の繊維会社や七宝製作所との協働から、さまざまな作品が

生み出されました。上野建築事務所は戦後すぐに閉鎖されます

が、わずかながらも内装デザインの仕事も手がけています。し

かし、戦後リチが最も活躍した場所は教育の分野でした。京都

では長きにわたって図案教育の伝統が培われてきましたが、そ

れは本格的なインダストリアル・プロダクトを前提にしたもの

ではありませんでした。この分野の基礎教育充実のために、リ

チと伊三郎を教員として招聘したのが京都市立美術大学、現在

の京都市立芸術大学です。

1930年にウィーン工房を退職したリチは、1935年に京都

市染織試験場の技術嘱託として採用され図案部に配属され

ます。

翌年からは群馬県工芸所の仕事と掛け持ちしながらも1944

年まで、主に日本占領下の外地へと輸出されるプリント布

地や刺繍製品などのデザインを手がけました。これら朗ら

かで色彩豊かなデザインが、戦時下で外国人として日本に

暮らすリチによって生み出されたことに驚かされます。

上 野 リ チ ・ リ ッ ク ス  《 プ リ ン ト 服 地 ［ 野 菜］  》
1 9 5 5 年 頃 ［ 1 9 8 7 年 再 製 作 ］ 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵

上 野 リ チ ・ リ ッ ク ス 《 七 宝 飾 箱 ： 馬 の サ ー カ ス Ⅰ 》

1 9 5 0 年 頃 ［ 1 9 8 7 年 再 製 作 ］ 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵

上 野 リ チ ・ リ ッ ク ス 《 プ リ ン ト 地 刺 繡 ハ ン ド バ ッ グ ・ デ ザ イ ン 》

1 9 3 5 - 4 4 年 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵

第Ⅲ章 京都時代——ファンタジーの再生

上 野 リ チ ・ リ ッ ク ス 《 プ リ ン ト 服 地 デ ザ イ ン ［ 象 と 子 ど も ］ 》

1 9 4 3 年 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵



彼らの元からは、サントリーの広告を手がけた柳原良平など数多くのデザイナーが巣立つことにな

ります。そしてリチ晩年の代表作が、建築家村野藤吾の依頼で制作した、東京日比谷にある日生劇

場の旧レストラン「アクトレス」の壁画です。アルミ箔に覆われた壁・天井一面に軽やかかつ色鮮

やかに鳥が舞い花が咲き乱れる空間は、まさにリチが提唱した「ファンタジー」が具現した空間

だったと言えるでしょう。リチと伊三郎は、大学を定年退職後もインターナショナルデザイン研究

所（後にインターアクト美術学校と改名）を開設し、生涯人材の育成に尽力しました。

本章では、戦後のリチの活動を、「アクトレス」壁画の一部再構成を含む数多くの作品・資料に

よってご紹介します。

エピローグ 受け継がれ愛されるファンタジー

1967年、リチは自宅で74歳の人生を閉じました。

しかし彼女のデザインは、村野藤吾や教え子たちによって、様々な場所で生かされました。

本展の最後に、都ホテルやプリンスホテルそしてカフェ・レストランで室内装飾に用いられたク

ロスやタイルなど、彼女の没後も我々の身近にあったリチ・リスペクト・デザインをご覧いただ

きます。

上 野 リ チ ・ リ ッ ク ス 《 都 ホ テ ル 京 都 （ 現 ： ウ ェ ス テ ィ ン 都 ホ テ ル 京 都 ）

旧 貴 賓 室 壁 用 ク ロ ス ［ 花 鳥 ］ 》 、 1 9 7 0 年 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵

上 野 リ チ ・ リ ッ ク ス 《 ク リ ス マ ス ・ オ ー ナ メ ン ト ・ デ ザ イ ン （ 天 使 ） 》

制 作 年 不 詳 、 京 都 国 立 近 代 美 術 館 蔵

【展覧会名】上野リチ：ウィーンからきたデザイン・ファンタジー

【開催期間】2021年11月16日（火）～ 2022年1月16日（日）

【会 場】京都国立近代美術館（京都市左京区岡崎円勝寺町26-1）

【休 館 日】月曜日（ただし2022年1月10日は開館）、年末年始

【開館時間】午前9時30分から午後5時【金・土曜日は午後8時まで】（入館は閉館の30分前まで）

【主 催】京都国立近代美術館、朝日新聞社、関西テレビ放送

【後 援】オーストリア大使館／オーストリア文化フォーラム

【協 賛】ダイキン工業、竹中工務店

【公式サイト】https://l izzi .exihibit . jp/

＊本展は2022年2月18日（金）～ 5月15日（日）三菱一号館美術館（東京・丸の内）へ巡回します

開催概要

https://lizzi.exihibit.jp/



